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共
産
主
義
の
祖
、
マ
ル
ク

ス
は
「
す
べ
て
の
神
々
を
憎

悪
す
る
」
と
述
べ
、「
宗
教
は

ア
ヘ
ン
」
と
断
じ
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
英
国
の
政
治

学
者
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
は
、
こ

う
述
べ
て
い
る
。

「
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
１
８

４
０
年
代
の
初
め
に
そ
の
創

始
者
に
よ
っ
て
採
ら
れ
た
立

場
か
ら
、
永
久
に
後
退
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
つ
ね
に
、

宗
教
論
争
を
そ
の
本
質
的
な

仕
事
の
一
つ
と
み
な
し
て
き

た
の
で
あ
る
」（『
カ
ー
ル
・

マ
ル
ク
ス
』
未
来
社
）

レ
ー
ニ
ン
も
ま
た
、「
宗
教

へ
の
妥
協
な
き
闘
争
」
を
ロ

シ
ア
革
命
と
そ
れ
以
降
の
共

産
主
義
革
命
の
主
題
に
据
え

た（『
唯
物
論
と
経
験
批
判
論
』

１
９
０
８
年
）。
む
ろ
ん
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
（
国
際
共
産
党
＝

事
実
上
の
ソ
連
共
産
党
）
日

本
支
部
と
し
て
１
０
０
年
前

に
創
設
さ
れ
た
日
本
共
産
党

も
同
様
で
あ
る
。

ス
タ
ー
リ
ン
憲
法
と
称
さ

れ
る
「
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義

共
和
国
同
盟
憲
法
」
は
良
心

の
自
由
を
保
障
す
る
一
方
で

（
建
て
前
だ
け
の
話
だ
が
）

「
反
宗
教
的
宣
伝
の
自
由
は
、

す
べ
て
の
市
民
に
認
め
ら
れ

る
」（
第
１
２
４
条
）
と
し
、

こ
れ
を
引
き
写
し
て
終
戦
直

後
に
日
本
共
産
党
が
作
っ
た

「
人
民
共
和
国
憲
法
草
案
」
も

「
反
宗
教
的
宣
言
の
自
由
も
ま

た
保
障
さ
れ
る
」（
第
10
条
）

と
し
て
い
る
。

弾
圧
の
口
実
に
使
う

カ
ル
ト
の
レ
ッ
テ
ル

中
国
共
産
党
の
場
合
は
、

憲
法
で
「
信
仰
の
自
由
を
有

す
る
」
と
す
る
一
方
で
「
国

家
は
、
正
常
な
宗
教
活
動
を

保
護
す
る
」（
36
条
）
と
し
、

そ
の
「
正
常
」
の
判
断
は
当

然
の
ご
と
く
共
産
党
が
行
う

の
で
あ
る
。「
正
常
」
な
の
は

国
務
院
宗
教
局
が
認
め
た
管

制
団
体
す
な
わ
ち
「
中
国
仏

教
会
」「
中
国
道
教
協
会
」
な

ど
に
す
ぎ
な
い
。
管
理
下
の

僧
侶
ら
は
国
か
ら
給
与
を
も

ら
っ
て
国
家
公
務
員
扱
い
さ

れ
、
管
制
団
体
に
は
布
教
の

自
由
を
与
え
ず
、
む
ろ
ん
一

切
の
政
治
活
動
も
禁
止
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
正
常
」

と
見
な
さ
な
い
宗
教
団
体
に

は
「
カ
ル
ト
」
の
レ
ッ
テ
ル

を
貼
っ
て
弾
圧
し
て
き
た
の

が
実
態
で
あ
る
。
１
９
９
９

年
４
月
に
気
功
集
団
「
法
輪

功
」
の
会
員
ら
１
万
人
が
北

京
・
中
南
海
を
取
り
囲
む
事

件
が
起
こ
る
と
、
共
産
党
は

ま
ず
法
輪
功
を
「
危
険
な
カ

ル
ト
」
と
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼

り
、
創
始
者
の
李
洪
志
師
へ

の
個
人
攻
撃
な
ど
反
法
輪
功

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
り
、
幹

部
ら
を
逮
捕
。
99
年
以
降
、

３
千
人
以
上
が
拷
問
死
し
、

虐
殺
さ
れ
た
会
員
は
６
万
人

以
上
に
上
る
と
さ
れ
る
。

日
本
共
産
党
は
宗
教
団
体

を
保
守
基
盤
の
票
田
と
み
な

し
、「
わ
が
国
の
反
共
風
土
」

を
形
づ
く
る
大
き
な
要
因
と

捉
え
、
絶
え
間
な
く
宗
教
界

の
弱
体
化
と
無
力
化
、
あ
る

い
は
懐
柔
を
画
策
し
て
き
た

の
で
あ
る
。

「
宗
平
協
」（
日
本
宗
教
者

平
和
協
議
会
＝
１
９
６
２
年

創
設
）
と
い
う
日
本
版
「
管

制
団
体
」
を
作
っ
て
仏
教
会

や
キ
リ
ス
ト
教
団
に
「
憲
法

９
条
を
守
る
」
と
唱
え
巧
妙

に
入
り
込
む
な
ど
護
憲
教
団

を
取
り
込
ん
だ
（
統
一
戦
線

で
あ
る
）。
東
本
願
寺
紛
争
や

大
本
教
団
紛
争
で
は
「
民
主

化
」
の
名
の
下
に
介
入
。
神

道
は
「
軍
国
主
義
に
連
な
る
」

と
し
、
創
価
学
会
な
ど
反
共

産
党
の
新
興
教
団
に
は
反
社

会
的
、
狂
信
団
体
と
の
レ
ッ

テ
ル
を
貼
っ
て
攻
撃
し
た
。

教
主
の
カ
リ
ス
マ
性
の
高

い
新
興
教
団
に
対
し
て
は
教

主
の
対
す
る
信
徒
の
崇
拝
心

や
団
結
心
を
打
ち
砕
く
た
め

に
私
生
活
上
の
汚
点
や
教
団

財
政
、
役
職
を
め
ぐ
る
争
い

な
ど
を
潜
入
党
員
や
共
産
党

系
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
動
員

し
て
探
ら
せ
、
反
教
団
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
た
。

70
年
代
後
半
に
は
「
宗
教

界
の
右
翼
的
再
編
が
深
く
静

か
に
進
行
し
て
い
る
」
と
し

て
、「
右
派
団
体
と
い
わ
れ
る

グ
ル
ー
プ
と
、
新
宗
連
（
新

日
本
宗
教
団
体
連
合
会
＝
い

わ
ゆ
る
新
興
教
団
）
を
中
心

と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
創
価
学

会
と
い
う
三
つ
が
そ
ろ
そ
ろ

手
を
握
り
始
め
る
傾
向
が
あ

る
」（
共
産
党
機
関
誌
『
文
化

評
論
』
79
年
10
月
号
）
と
危

機
感
を
露
わ
に
し
た
。

創
価
学
会
に
対
し
て
は
当

初
、
取
り
込
み
を
図
り
「
創

共
協
定
」（
74
年
12
月
）
を
結

ん
だ
が
、
80
年
に
破
綻
す
る

と
学
会
攻
撃
に
転
じ
、
こ
れ

に
同
調
す
る
月
刊
誌
や
週
刊

誌
と
と
も
に
反
学
会
共
闘
を

演
じ
た
。

80
年
代
に
入
る
と
、
本
連

合
が
推
し
進
め
た
ス
パ
イ
防

止
法
制
定
運
動
が
高
ま
っ
た

こ
と
に
驚
愕
し
、
こ
れ
を
潰

そ
う
と
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
旧
統
一
教
会
）
攻
撃

を
朝
日
新
聞
と
組
ん
で
繰
り

広
げ
た
。
そ
れ
が
霊
感
商
法

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
第

２
次
安
倍
政
権
下
の
２
０
１

０
年
代
に
改
憲
の
機
運
が
高

ま
る
と
、
全
国
的
な
運
動
を

進
め
て
き
た
日
本
会
議
を
標

的
に
「
神
道
＝
軍
国
主
義
」

の
レ
ッ
テ
ル
貼
り
に
狂
奔
。

こ
れ
に
も
朝

日
新
聞
が
同

調
し
た
（
例

え
ば
、
連
載

「
日
本
会
議
を
た
ど
っ
て
」
16

年
11
月
な
ど
）。

中
国
ば
り
の
弾
圧

め
ざ
し
暗
躍
す
る

安
倍
晋
三
元
首
相
の
銃
撃

事
件
に
つ
い
て
中
国
は
世
界

平
和
統
一
家
庭
連
合
を
い
ち

早
く
「
邪
教
（
カ
ル
ト
）」
と

認
定
し
非
合
法
化
し
て
き
た

と
自
賛
。
共
産
党
系
の
環
境

時
報
は
「
中
国
の
カ
ル
ト
一

掃
の
正
し
さ
を
示
し
た
。
…

（
山
上
徹
也
容
疑
者
が
）
も
し

中
国
で
暮
ら
し
て
い
れ
ば
、

政
府
は
彼
が
正
義
を
追
求
す

る
の
を
助
け
、
こ
の
宗
教
団

体
を
撲
滅
し
た
だ
ろ
う
」
と

し
、
日
米
な
ど
は
「
中
国
の

（
カ
ル
ト
排
除
の
）
努
力
を

『
宗
教
上
の
自
由
へ
の
迫
害
』

だ
と
ゆ
が
め
て
い
る
」
と
ウ

イ
グ
ル
や
チ
ベ
ッ
ト
で
の
宗

教
弾
圧
を
正
当
化
し
て
い
る

（
共
同
通
信
＝
毎
日
７
月
30
日

付
ネ
ッ
ト
版
）。

こ
れ
と
思
考
回
路
を
同
じ

く
す
る
弁
護
士
や
左
翼
マ
ス

コ
ミ
は
教
団
を
「
カ
ル
ト
」

と
断
じ
、
山
上
容
疑
者
へ
の

同
情
論
を
お
あ
り
、「
正
義
を

追
求
す
る
の
を
助
け
」
る
か

の
よ
う
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

張
り
、
教
団
の
撲
滅
を
目
指

し
、
中
国
ば
り
の
宗
教
弾
圧

を
策
動
し
て
い
る
。
背
後
に

日
本
共
産
党
が
暗
躍
し
て
い

る
の
は
論
を
待
た
な
い
。

日
本
共
産
党
は
、
す
べ
て
の

党
員
が
仲
間
で
、
同
志
で
あ
る

と
教
え
ら
れ
て
い
る
。
国
会
議

員
も
、
地
方
議
員
（
都
道
府
県

議
員
、
市
区
町
村
議
員
）
も
、

党
事
務
所
の
職
員
も
、
地
域
や

職
場
、
学
園
な
ど
で
活
動
す
る

党
員
も
す
べ
て
「
み
ん
な
」
で

あ
る
と
教
え
ら
れ
て
い
る
。
共

産
党
内
部
で
は
、
議
員
を
「
先

生
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
固
く
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
党
組
織

の
委
員
長
や
副
委
員
長
ら
を
、

〇
〇
委
員
長
と
か
、
〇
〇
副
委

員
長
と
か
、
役
職
を
つ
け
て
い

う
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
議
員
の

給
料
も
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の

党
職
員
の
給
料
も
、
同
額
で
あ

る
と
公
表
し
て
い
る
。
役
職
手

当
、
経
験
な
ど
に
よ
る
、
少
額

の
手
当
は
あ
る
が
。
共
産
党
の

国
会
議
員
が
、
国
か
ら
受
け
取

る
給
料
（
歳
費
）
の
う
ち
、
党

が
定
め
る
給
料
の
額
を
超
え
る

額
を
党
に
寄
付
し
、
同
じ
よ
う

な
役
職
や
経
験
年
数
の
党
職
員

の
給
料
の
額
と
同
額
に
す
る
の

は
有
名
で
あ
る
。

志
位
委
員
長
は
３

２
４
万
円
の
寄
付

共
産
党
の
国
会
議
員
は
、
い

く
ら
く
ら
い
の
実
収
入
な
の
だ

ろ
う
か
？
　
一
般
的
に
国
会
議

員
の
場
合
、
年
収
は
約
２
２
０

０
万
円
、
所
得
税
（
税
率
40
％
）

な
ど
を
引
い
た
後
の
手
取
り

は
、
約
１
３
０
０
万
円
と
な
る
。

実
収
入
の
１
％
で
あ
る
党
費
は

少
額
で
あ
る
の
で
無
視
す
る
と

す
る
。

志
位
和
夫
委
員
長
の
場
合
、

２
０
１
９
年
度
の
党
中
央
委
員

会
へ
の
寄
付
額
は
、
共
産
党
中

央
委
員
会
が
総
務
省
に
提
出
し

た
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
よ

る
と
、
22
万
（
１
月
25
日
）、

１
万
４
千
五
百
（
２
月
21
日
）、

21
万
７
千
（
２
月
25
日
）、
４

万
５
千
（
３
月
20
日
）、
21
万

９
千
（
３
月
25
日
）、
１
万
９

千
５
５
８
（
４
月
３
日
）、
１

万
５
千
（
４
月
15
日
）、
22
万

（
４
月
25
日
）、
21
万
９
千
（
５

月
25
日
）、
４
万
５
千
（
６
月

20
日
）、
20
万
５
千
（
６
月
25

日
）、
５
万
３
千
７
８
５
（
７

月
８
日
）、
20
万
７
千
（
７
月

25
日
）、
１
５
２
万
５
千
（
７

月
25
日
）、
20
万
５
千
（
８
月

25
日
）、
４
万
５
千
（
９
月
20

日
）、
20
万
７
千
（
９
月
25
日
）、

20
万
６
千
（
10
月
25
日
）、
20

さ
れ
る
額
）
は
、
国
会
議
員
と

し
て
の
品
位
を
保
つ
た
め
の
額

が
多
く
、
７
０
０
万
か
ら
９
０

０
万
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
じ
め
な
党
員

か
ら
怒
り
の
声

し
か
し
、
現
在
、
日
本
共
産

党
の
地
方
議
員
、
都
道
府
県
議

会
議
員
、
区
市
町
村
議
員
が
、

党
組
織
に
寄
付
す
る
額
が
、
少

な
す
ぎ
、
着
服
し
た
り
、
党
の

幹
部
と
結
託
し
て
ヤ
ミ
財
政
に

使
っ
て
い
た
り
す
る
の
で
は
な

い
か
と
、
ま
じ
め
な
党
員
の
間

か
ら
怒
り
の
声
が
沸
き
起
こ
っ

て
い
る
。

杉
並
区
の
金
子
健
太
郎
区
議

は
、
年
額
78
万
６
千
円
、
富
田

琢
区
議
は
、
年
額
95
万
３
５
０

０
円
、
文
京
区
の
国
府
田
久
美

子
区
議
は
、
約
２
３
４
万
円
、

萬
立
幹
夫
区
議
は
、
約
２
５
０

万
円
で
あ
る
。
文
京
区
の
寄
付

金
資
料
を
見
る
と
、
党
中
央
委

員
会
の
収
支
報
告
書
と
同
じ
よ

う
に
、
日
付
ご
と
に
記
入
さ
れ

て
い
て
、
杉
並
地
区
委
員
会
の

政
治
資
金
収
支
報
告
書
の
よ
う

に
、
年
間
で
ま
と
め
て
で
は
な

い
。
東
京
の
自
治
体
で
、
そ
ん

な
に
議
員
に
支
払
わ
れ
る
額
が

変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
文
京

区
の
寄
付
金
額
が
標
準
と
み
る

の
が
正
し
い
。

そ
の
他
、
東
京
・
小
金
井
市

の
水
上
洋
志
市
議
は
約
１
４
８

万
円
、
荒
川
区
の
小
島
和
男
区

議
は
、
約
２
４
９
万
円
、
渋
谷

区
の
五
十
嵐
千
代
子
区
議
で
約

１
２
５
万
円
で
あ
る
。
京
都
市

の
赤
阪
仁
市
議
は
、
約
３
６
４

万
円
、
河
合
葉
子
市
議
で
約
２

７
７
万
円
で
あ
る
。
愛
知
県
瀬

戸
市
の
浅
井
寿
美
市
議
が
、
約

１
８
０
万
、
名
古
屋
市
の
江
上

博
之
市
議
で
約
51
万
円
、
岡
田

幸
子
市
議
で
約
50
万
円
で
あ

る
。
福
岡
県
で
は
（
２
０
１
７

年
資
料
）、
福
岡
市
の
比
江
嶋

俊
和
市
議
が
、
約
１
５
６
万
、

熊
谷
敦
子
市
議
で
、
合
計
約
１

３
８
万
円
で
あ
る
（
３
面
に

表
）。議

員
が
、
共
産
党
に
「
強
制
」

寄
付
す
る
額
に
差
が
あ
り
す
ぎ

る
。
ま
じ
め
な
一
般
党
員
の
怒

り
が
沸
き
起
こ
っ
て
当
然
で
あ

る
。
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

は
、
一
般
党
員
、
国
民
に
説
明

す
る
義
務
が
あ
る
。

日
本
共
産
党

共
産
党
の「
宗
教
弾
圧
」工
作
を
許
す
な

日
本
共
産
党
市
区
町
村
議
員
の
裏
切
り
！

き
ょ
う
が
く

万
６
千
（
11
月
25
日
）、
４
万

５
千
（
12
月
20
日
）、
20
万
５

千
（
12
月
25
日
）、
38
万
９
千

（
12
月
25
日
）
で
あ
る
。
合
計

で
、
３
２
４
万
で
あ
る
。
赤
嶺

政
賢
議
員
の
場
合
、
合
計
は
、

約
３
１
２
万
、
本
村
伸
子
議
員

の
場
合
、
合
計
で
約
３
０
０
万

円
で
あ
る
。

議
員
は
、
議
員
に
な
る
前
の

強
制
寄
付
を
、
所
属
す
る
党
組

織
に
納
入
す
る
。
国
会
議
員
で

も
、
党
中
央
所
属
、
国
会
議
員

に
な
り
た
て
で
都
道
府
県
組
織

所
属
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

共
産
党
の
国
会
議
員
が
自
由
に

使
え
、
家
計
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
子
供
の
教
育
費
な
ど
に

使
え
る
額
（
共
産
党
か
ら
支
給

文
化
共
産
主
義

今
や
、
安
倍
晋
三
元
首
相
暗

殺
事
件
の
背
景
と
し
て
指
摘
さ

れ
た
世
界
平
和
家
庭
連
合
（
Ｆ

Ｆ
Ｗ
Ｐ
Ｕ
＝
旧
統
一
教
会
）
問

題
で
、
民
放
の
地
上
波
ワ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
引
っ
張
り
だ
こ
の
紀

藤
正
樹
弁
護
士
（
全
国
霊
感
商

法
被
害
者
対
策
弁
護
士
連
絡
会

事
務
局
長
代
行
）。
そ
の
一
挙

手
一
投
足
に
世
間
の
耳
目
が
集

ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
右
も
左

も
関
係
な
く
、
さ
な
が
ら
「
悪

を
糾
弾
す
る
正
義
の
体
現
者
」

の
よ
う
に
周
り
に
は
映
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
実
は
そ
こ
に
重

大
な
落
と
し
穴
が
潜
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
紀
藤
氏
は
ツ
イ
ッ
タ

ー
等
で
自
ら
情
報
発
信
し
て
い

る
が
、
８
月
20
日
フ
ジ
テ
レ
ビ

系
放
送
の
「
ほ
ん
と
う
に
あ
っ

た
怖
い
話
　
夏
の
特
別
編
２
０

２
２
」
に
つ
い
て
苦
言
を
呈
し

て
い
る
。

「
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
怖
い

話
」（
通
称
「
ほ
ん
怖
」）
は
、

１
９
９
９
年
か
ら
不
定
期
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
枠
で
放
映
さ
れ
て
い

る
「
怪
談
」
オ
ム
ニ
バ
ス
ド
ラ

マ
仕
立
て
の
番
組
だ
。「
ほ
ん

怖
ク
ラ
ブ
」
の
小
学
生
た
ち
と
、

Ｍ
Ｃ
進
行
役
の
元
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
稲

垣
吾
郎
氏
が
、「
肝
試
し
」
の

よ
う
に
物
語
を
鑑
賞
し
、
霊
現

象
の
意
味
な
ど
に
つ
い
て
「
霊

能
者
」
に
解
説
を
求
め
、
最
後

に
「
弱
気
退
散
」
で
締
め
く
く

る
と
い
う
番
組
構
成
に
な
っ
て

い
る
。

紀
藤
氏
は
こ
の
放
送
翌
日
に

「
こ
の
種
の
番
組
を
放
送
す
る

の
は
辞
め
て
ほ
し
い
。
い
ま
だ

に
続
て
い
る
の
が
わ
か
ら
な

い
。
霊
感
商
法
に
利
用
さ
れ
る

だ
け
で
す
。
テ
レ
ビ
は
事
実
に

基
づ
き
報
道
す
べ
き
」
と
投
稿
。

同
番
組
で
は
宗
教
家
で
霊
能

力
者
の
下
ヨ
シ
子
氏
が
出
演

し
、
ド
ラ
マ
に
出
て
き
た
心
霊

現
象
の
解
説
を
行
っ
た
。

紀
藤
氏
は
ツ
イ
ー
ト
で
さ
ら

に
「
本
当
に
困
り
も
の
。
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
／
非
科
学
的
な
話
と

す
る
な
ら
徹
底
す

べ
き
で
宗
教
法
人

の
教
祖
を
“
心
霊

研
究
家
”“
宗
教
家
”

と
し
て
演
出
す
る

手
法
自
体
ミ
ス
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
で
、

放
送
倫
理
に
も
触

れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
」
と
し
、

強
い
口
調
で
番
組

の
「
廃
止
」
と
も

と
れ
る
発
言
を
し

た
。確

か
に
下
氏
に

は
い
わ
ゆ
る
「
霊

感
商
法
」
に
よ
る

損
害
賠
償
の
民
事

裁
判
で
敗
訴
し
た

経
歴
が
あ
る
と
い

う
。
だ
が
、
か
と

い
っ
て
下
氏
に
霊

能
力
が
な
い
と
か

イ
ン
チ
キ
だ
と
断

言
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
れ
を

言
っ
て
し
ま
え
ば
、

占
い
や
「
開
運
グ

ッ
ズ
」
も
霊
感
商

法
だ
、
占
い
が
当

た
ら
な
い
か
ら
金

を
返
す
の
は
当
然
と
い
う
人
間

が
ど
ん
ど
ん
増
え
、「
死
後
の

世
界
」
や
「
霊
魂
」
を
ペ
テ
ン

と
決
め
つ
け
、
殺
伐
と
し
た
世

界
観
・
人
間
観
に
支
配
さ
れ
る

だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
「
宗
教
は
民
衆
の

ア
ヘ
ン
で
あ
る
」（『
ヘ
ー
ゲ
ル

法
哲
学
批
判
序
説
』）
と
言
っ

た
の
は
マ
ル
ク
ス
で
あ
り
、
共

産
主
義
者
に
共
通
す
る
価
値
観

で
あ
っ
て
、「
科
学
的
態
度
」

で
は
な
い
。
人
生
の
転
機
に
お

い
て
、
目
に
見
え
な
い
超
自
然

的
存
在
や
そ
う
し
た
言
説
に
影

響
を
受
け
た
り
す
る
人
間
は
、

世
の
中
に
少
な
く
は
な
い
。
そ

れ
を
精
神
的
弱
者
が
霊
的
と
称

す
る
存
在
に
す
が
ろ
う
と
す
る

の
は
騙
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る

向
き
も
少
な
く
な
か
ろ
う
。

だ
が
そ
れ
こ
そ
は
、
価
値
観

の
一
方
的
な
押
し
つ
け
で
は
な

い
の
か
。
紀
藤
氏
の
主
張
だ
と
、

さ
な
が
ら
ジ
ブ
リ
映
画
の
『
と

な
り
の
ト
ト
ロ
』
で
、
姉
の
サ

ツ
キ
が
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
た

妹
の
メ
イ
を
探
す
た
め
に
大
人

に
は
見
え
な
い
ト
ト
ロ
に
妹
を

探
し
て
と
懇
願
し
に
行
く
物
語

は
、
霊
的
存
在
を
信
じ
込
ま
せ

る
か
ら
観
る
な
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
知
ら
ず
し
ら

ず
の
う
ち
に
「
宗
教
は
ア
ヘ
ン
」

と
い
う
唯
物
論
的
価
値
観
の
刷

り
込
み
が
、
僭
越
に
も
な
さ
れ

て
い
る
危
険
性
を
、
指
摘
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
一
方
で
紀
藤
氏
は
、
深

見
東
州
氏
の
開
い
た
「
ワ
ー
ル

ド
メ
イ
ト
」
に
お
け
る
「
被
害

相
談
」
も
受
け
て
い
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ワ
ー
ル
ド
メ

イ
ト
が
実
は
旧
民
主
党
（
現
立

憲
民
主
党
）
へ
の
献
金
額
が
す

ご
い
と
い
う
の
に
、
こ
ち
ら
に

つ
い
て
は
紀
藤
氏
は
完
全
に
ス

ル
ー
し
自
民
党
の
み
を
批
判
し

て
い
る
、
と
い
う
批
判

（「kappa

知
恵
袋
」
な
ど
）
が

ネ
ッ
ト
上
で
出
回
り
始
め
た
。

さ
ら
に
は
旧
民
主
党
に
は
暴
力

団
周
り
を
し
て
投
票
依
頼
し
て

い
た
国
会
議
員
が
い
た
と
元
暴

力
団
関
係
者
が
証
言
し
て
い
る

（「
文
化
人
放
送
局
」）。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
破

防
法
調
査
団
体
に
指
定
さ
れ
て

い
る
日
本
共
産
党
に
出
向
い
て

講
演
し
、「
共
産
党
に
感
謝
す

る
」
と
言
っ
た
紀
藤
氏
の
立
場

は
明
ら
か
に
「
反
自
民
」
か
つ

「
親
共
産
」
と
い
う
政
治
的
ス

タ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。

「ほん怖」巡り紀藤氏の「唯物性」露わ


